
［成果情報名］既存機械を改良した家畜ふん堆肥の梱包・密封装置

細断型ロールベーラの成形室に側圧板を取り付けた梱包装置と回転アーム式ラッ［要約］

ピングマシンにベルトコンベア機構を組み込んだ密封装置を用いることで、家畜ふん堆肥

を円筒状に梱包密封できる。
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［背景・ねらい］

一般に、家畜ふん堆肥はバラでの流通や袋詰め、あるいはフレコンバック等で流通され

ている。しかし、バラ流通の場合は輸送時のこぼれやかさばりによって輸送効率が低下す

ること、一方、フレコンバックにおいては圃場内での取扱いが困難で、積み込みや荷下ろ

しの作業時に危険を伴うこと等の問題が指摘されており、流通性や保管性に優れた家畜ふ

ん堆肥の流通技術を開発する必要がある。そこで、飼料作物用作業機に改良を加えた家畜

ふん堆肥の梱包・密封装置を開発し、その効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．家畜ふん堆肥の梱包装置は、細断型ロールベーラ成形室の左右側壁に着脱可能な厚さ

５ の鉄製の側圧板を取り付けたもので、ホイルローダで細断型ロールべーラのホッmm

パ内に投入された家畜ふん堆肥を左右側壁から圧縮し、ネットで円筒状に梱包するもの

である（図１ 。）

２．家畜ふん堆肥の密封装置は、回転アーム式ラッピングマシンにベルトコンベア機構を

組み込んだものであり、梱包された家畜ふん堆肥をベルトコンベア装置で直接荷受け搬

送した後、ラップフィルムで密封するものである（図２ 。）

３．梱包装置および密封装置を併用することで、既存機械の組作業体系（梱包堆肥の搬送

はフォークリフト、密封作業は自走式ラッパを用いた作業体系、例えば特開2007-16907

） 、 、7 など 比べて 損失率が少ない高密度な梱包・密封堆肥の生産が可能であるとともに

作業時間も約1/4程度まで低減できる（表１、図３ 。）

４．家畜ふん堆肥を梱包・密封することで、積み重ね保管が可能となり置き場スペースを

有効に活用することができる。また、ラップフィルムで密封することにより、運搬時の

こぼれや汚物感、臭気の発生が抑制され、屋外保管も可能となる（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．家畜ふん堆肥の新たな流通方法を検討する際の基礎資料となる。

２．本情報で用いた堆肥は牛ふん堆肥であり、水分含量が ％以下のものは梱包するこ40

とができない。また、梱包・密封装置を稼働するためにはトラクタ（ 程度）が２60PS

台必要である。

５８



［具体的データ］

改良前（原型機） 改良後（成形室左右に側圧板を装着）

図１細断型ロールベーラを改良した家畜ふん堆肥の梱包装置

図２回転アーム式ラッピングマシンを改良した家畜ふん堆肥の密封装置の概要

） 、 、 、 、 、注 1：作業表示灯 2：コントロールボックス 3：ロール搬送部 4：コンベアレベル装置 5：ストレッチアーム

6：密封・放出部、7：機体移動車輪、8：ロールキッカ、9：ストレッチ装置、10：油圧駆動装置

梱包堆肥の荷受け 梱包堆肥の密封 屋外保管密封堆肥 密封堆肥の輸送

図３梱包装置と密封装置による組作業および屋外保管と輸送の概略

（平岡啓司）
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表１梱包・密封堆肥の損失率、形状および作業時間

含水率 現物重量 梱包密度 作業時間

（%) 放出時(%) 密封時(%) 直径（cm） 幅（cm） (kg) （kgDM／m
3
) 秒／個

既存体系 (n=5） 53.4 0.4±0.2 3.4±3.0 77.8±1.4 80.2±1.0 321.3±19.9 347.7±20.9 270

両装置体系(n=3) 52.2 0.2±0.2 0.4±0.7 80.3±1.8 86.0±1.8 360.0±32.4 377.7±10.5 68

注）既存体系の密封作業は、梱包後の堆肥をフォークリフトで搬送し、自走式ラッピングマシンを用いて
密封作業を実施した。数値は平均値±標準偏差を示す。

乾物損失率
項 目

形状
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